
調査業務特記仕様書 

第1条 管渠劣化調査工 

  1.調査位置 

・別紙改築対象路線一覧表 番号 1～4 における、路線の上流部、下流部、中間

部の 3 箇所とする。詳細な調査箇所は、別途協議する。 

 

2.ボックスカルバート構造調査 

 (1)調査内容 

  ・対象ボックスカルバートの頂版、側壁および底板の壁厚を削孔ドリル等を用い 

   て厚さの計測を行う。また、計測地点の内空断面の計測も行う。 

  (2)調査箇所数 

  ・調査箇所は、3 箇所とする。(計 9 測点) 

 

3.鉄筋腐食試験工 

 (1)調査内容 

  ・鉄筋探査機により鉄筋位置を推定し、コンクリートを部分的にはつり、鉄筋の 

   腐食状況を目視により調査するとともにコンクリート被り厚を測定する。 

(2)調査箇所数 

  ・調査箇所は、1 箇所ごとに頂版、両側壁部の 3 箇所測定するものとする。 

  ・調査箇所は、3 箇所とする。(計 9 測点) 

 

 4.コンクリート劣化調査工 

 (1)調査内容 

  ・小口径コア(φ25mm)削孔を行い、コンクリートを採取し、コンクリート圧縮 

試験および中性化試験を実施する。 

(2)調査箇所数 

  ・調査箇所は、1 箇所ごとに頂版、両側壁部の 3 箇所測定するものとする。 

  ・調査箇所は、3 箇所とする。(計 9 測点) 

 

 5.交通管理 

 現場の安全管理のために次のとおり交通誘導員による交通誘導警備業務を実施す 

るものとする。 

  交通整理の配置人数： 市道部 昼間施工 3 人（内交替要員 1 名） 

  交通整理の時間帯：  昼間施工:8:00～17:00 実働 9 時間  

  交通整理の期間：     昼間施工:概ね 5 日間  


